
第
六
節
　
観
光
振
興
を
通
じ
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

一
　
国
内
観
光
の
進
展

拡
大
と
変
容

の
国
内
観
光

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
国
内
観
光
は
、国
民
の
観
光
へ
の
意
識
の
高
ま
り
や
全
国
に
広
が
る
「
地
方
博
ブ
ー
ム
」

な
ど
に
よ
り
拡
大
を
続
け
た
が
、
一
方
で
、
観
光
目
的
の
多
様
化
や
旅
行
形
態
の
変
化
な
ど
の
変
容
が
見
ら

れ
た
。

　
安
定
成
長
期
に
あ
っ
た
日
本
経
済
は
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
の
プ
ラ
ザ
合

意
後
の
円
高
不
況
や
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
急
激
な
景
気
後
退
を
経
験
し
た
。
こ
の

間
の
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
二
〇
八
万
円
が
、
円
高
不
況

期
や
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
を
除
き
、五
％
以
上
の
伸
び
を
続
け
、平
成
六
（
一
九
九
四
）

年
に
は
四
〇
一
万
円
と
倍
増
し
た
。
ま
た
、昭
和
六
十
三
年
の
労
働
基
準
法
改
正（
一

週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
四
〇
時
間
に
）
な
ど
に
よ
り
、
平
成
元
年
度
以
降
、
年
間
労

働
時
間
の
減
少
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。
週
休
二
日
制
適
用
労
働
者
割
合
は
平
成
六

年
に
九
五
・
四
％
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
労
働
者
が
週
休
二
日
制
と
な
る
な
ど
、
自

由
時
間
は
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
の
「
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
（
ポ
ー
ト
ピ
ア
’81
）」
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（
総
来
場
者
数
一
六
一
〇
万
人
）
が
大
成
功
を
収
め
、
全
国
に
「
地
方
博
」
ブ
ー
ム

が
起
こ
る
ほ
か
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
開
業
（
五
十
七
年
）、
関
越
自
動
車
道
開
業

（
六
十
年
）、
瀬
戸
大
橋
開
通
（
六
十
三
年
）
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、

国
内
観
光
の
拡
大
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　
こ
う
し
て
、「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」
に
力
点
を
お
く
国
民
は
昭
和
五
十
五

年
の
一
九
・
九
％
が
、
五
十
八
年
に
は
二
六
・
三
％
と
な
り
、「
住
生
活
」（
二
五
・

二
％
）
を
上
回
り
一
位
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
増
加
し
続
け
、
平
成
元
年
度
以
降

は
三
〇
％
代
後
半
で
推
移
し
、
全
国
的
に
、
日
帰
り
観
光
、
宿
泊
観
光
と
も
に
増

加
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
の
日
帰
り
観
光
の
主
な
行
動
の
上
位
三
項
目
（
①
「
風
景
鑑
賞
、

花
見
、
神
仏
参
詣
等
の
行
楽
」
②
「
ド
ラ
イ
ブ
」
③
「
海
水
浴
」）
で
全
体
の
五
〇
％
を

占
め
て
い
た
が
、
平
成
六
年
に
は
三
二
・
九
％
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十

五
年
の
宿
泊
観
光
旅
行
の
主
な
目
的
の
上
位
三
項
目
（
①
「
慰
安
旅
行
」
②
「
自
然
・
名
所
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
見
物
や
行
楽
」
③
「
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」）
で
七
二
・
六
％
を
占
め
て
い
た
が
、
平
成
六
年
に
は
六
四
・
〇
％
に
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う

に
日
帰
り
観
光
、
宿
泊
観
光
と
も
に
、
観
光
目
的
な
ど
の
分
散
化
が
進
み
、
多
様
化
が
進
捗
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
こ
の
時
期
、
観
光
産
業
等
に
お
い
て
も
情
報
化
が
格
段
に
進
展
し
た
。
例
え
ば
、
日
本
交
通
公
社
（
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
は
、

昭
和
四
十
九
年
に
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
や
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
な
ど
の
航
空
会
社
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
施
し
、
五
十

第四章　社会の変容とこころ豊かな県民生活の創造

387



五
年
に
は
日
本
国
有
鉄
道
（
現

Ｊ
Ｒ
。
以
下
、
国
鉄
）
の
予
約
シ

ス
テ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
。

国
鉄
は
、
平
成
元
年
に
、
鉄
道

乗
車
券
発
券
シ
ス
テ
ム
に
旅
行

業
シ
ス
テ
ム
（
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
宿
泊
券
の
予
約
・
発
券
）
を
付

加
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
も
、
一
九
八

〇
年
代
の
半
ば
か
ら
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
や
ホ
テ
ル
な

ど
、
日
本
航
空
系
以
外
の
も
の
も
取
り
扱
う
旅
行
総
合
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
内
観
光
旅
行
、
後
述
の
海

外
観
光
旅
行
と
も
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
（
旅
行
会
社
の
主
催
旅
行
）
が
急
増
し
た
。
国
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
旅
行
業
法

を
改
正
し
、
主
催
旅
行
を
法
定
す
る
ほ
か
、
新
た
に
標
準
旅
行
業
約
款
を
定
め
る
な
ど
取
引
の
安
全
性
の
確
保
を
図
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り

上
が
る
県
内
観
光

県
内
観
光
客
総
入
込
数
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
六
八
九
九
万
人
が
、
五
十
六
年
度
の
ポ
ー
ト
ピ

ア
’81
（
総
来
場
者
数
一
六
一
〇
万
人
、
以
下
同
様
）
の
開
催
、
六
十
年
度
の
三
大
イ
ベ
ン
ト
（
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
神
戸
（
五
五
万
人
）、く
に
う
み
の
祭
典
（
二
一
八
万
人
）、グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
ポ
’85
（
二
二
一
万
人
））
の
開
催
、六
十
三
年
度
の
北
摂・

丹
波
の
祭
典
（
ホ
ロ
ン
ピ
ア
’88
）（
二
四
七
万
人
）
や
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
、
平
成
元
年
度
の
’89
姫
路
シ
ロ
ト
ピ
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ア
博
（
一
五
八
万
人
）
の
開
催
、
五
年
度
の
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
’93
（
一
六
三
五
万
人
）
な
ど
に
よ
る
大
幅
な
増
加

も
あ
り
、
平
成
元
年
度
に
は
一
億
四
二
二
万
人
と
一
億
人
を
超
え
、
五
年
度
に
は
一
億
一
二
九
六
万
人
と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

　
こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
特
に
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
阪
神
（
ポ
ー
ト
ピ
ア
’81
）、
六
十
年
度
の
淡
路
（
く
に
う
み
の
祭
典
）、

六
十
三
年
度
の
阪
神
、丹
波
（
ホ
ロ
ン
ピ
ア
’88
）、平
成
元
年
度
の
播
磨
（
’89
姫
路
シ
ロ
ト
ピ
ア
）、五
年
度
の
阪
神
（
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー

ト
フ
ェ
ア
神
戸
’93
）
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
そ
の
地
域
の
観
光
客
入
込
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六

十
三
年
度
は
、
ホ
ロ
ン
ピ
ア
’88
の
開
催

に
よ
る
阪
神
、
丹
波
や
大
鳴
門
橋
の
開

通
に
よ
り
新
た
な
観
光
客
の
流
入
を
み

た
淡
路
を
除
い
て
は
、
昭
和
天
皇
の
死

去
に
伴
う
社
会
全
体
の
自
粛
化
の
影
響

を
要
因
と
し
て
、
観
光
客
入
込
数
が
減

少
し
た
。
観
光
は
、
社
会
、
経
済
情
勢

の
大
き
な
変
化
の
影
響
を
受
け
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
観
光
客
総
入
込
数
を
県
内
客
、
県
外

客
別
に
み
る
と
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
’81
が
開

催
さ
れ
た
昭
和
五
十
六
年
度
と
五
十
七
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年
度
は
、
県
外
客
が
県
内
客
を
上
回
っ
た
が
、
総
じ
て
見
れ
ば
、
県
内
客
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
日
帰
り
客
と

宿
泊
客
別
に
み
る
と
、
日
帰
り
客
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
六
八
九
九
万
人
が
、
平
成
五
年
度
に
は
一
億
一
二
九
六
万
人
と
一・

七
倍
と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
客
も
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
一
二
七
四
万
人
が
、
平
成
五
年
度
に
は
一
八
九
五
万
人
と
、
一
・
五

倍
と
な
っ
た
が
、
日
帰
り
客
の
伸
び
を
下
回
っ
て
い
る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
後
退
局
面
で
の
、「
安
」「
近
」「
楽
」

レ
ジ
ャ
ー
（
近
場
で
費
用
の
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
楽
し
み
本
位
の
余
暇
活
動
）
志
向
へ
の
シ
フ
ト
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

県
内
観
光
イ
ン
フ
ラ
の
充

実
と
旅
行
形
態
の
変
化

道
路
や
鉄
道
、
空
港
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
開

通
状
況
を
み
る
と
、
道
路
で
は
昭
和
五
十
五
年
に

明
姫
幹
線
（
全
線
）、
五
十
八
年
に
中
国
縦
貫
自
動
車
道
（
全
線
）、
六
十
年
に

大
鳴
門
橋
、
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
（
関
西
国
際
空
港
ま
で
）
が
開
通
し
た
。
鉄

道
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
国
鉄
の
分
割
民
営
化
が
あ
り
、
六
十
三
年
に
北
神

急
行
電
鉄
北
神
線
、
平
成
六
年
に
Ｊ
Ｒ
智
頭
線
が
開
業
し
た
。
ま
た
、
空
港
で

は
、
平
成
六
年
に
関
西
国
際
空
港
と
但
馬
飛
行
場
が
開
港
し
た
。
観
光
客
総
入

込
数
を
利
用
交
通
機
関
別
に
み
る
と
、
道
路
網
の
発
達
と
県
内
に
お
け
る
自
家

用
自
動
車
保
有
台
数
の
急
増
（
昭
和
五
十
五
年
度
：
約
二
万
台
か
ら
平
成
五
年
度
：

約
二
二
万
台
に
一
〇
倍
以
上
の
増
加
）
に
よ
り
、
自
家
用
自
動
車
利
用
が
、
阪
神
、

播
磨
、
丹
波
で
大
幅
に
増
加
し
、
全
県
で
、
五
十
五
年
度
の
一
九
四
万
人
が
、

五
年
度
に
約
四
九
二
万
人
と
、
二
・
五
倍
を
超
え
た
。
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ま
た
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
動
向
を
み
る
と
、
ホ
テ
ル
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
到
来
と
自
家
用
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
全
国
各
地

で
建
設
ブ
ー
ム
が
起
き
、
県
内
も
昭
和
五
十
五
年
の
四
三
施
設
、
四
二
二
二
室
が
、
平
成
六
年
に
は
二
八
八
施
設
、
一
万
七
四

一
一
室
と
、
施
設
数
は
六
・
七
倍
、
室
数
は
四
・
一
倍
と
急
増
し
た
。
旅
館
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
二
九
一
五
施
設
、
三
万
一

四
〇
八
室
が
平
成
六
年
に
は
二
二
九
六
施
設
、
二
万
七
〇
四
六
室
と
、
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
利
用
施
設
別
宿
泊
者
数
を
み

る
と
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
利
用
者
は
、
阪
神
、
播
磨
で
大
幅
に
増
加
し
、
全
県
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
八
〇
二
万
人
が
、

平
成
五
年
度
に
約
一
二
一
二
万
人
と
、
一
・
五
倍
を
超
え
た
。

二
　
体
系
的
な
観
光
振
興
行
政
の
展
開

兵
庫
観
光
の
「
の

ぞ
ま
し
い
広
が
り
」

観
光
は
生
活
文
化
、
地
域
開
発
、
産
業
振
興
な
ど
関
連
分
野
が
多
岐
に
わ
た
り
、
県
民
ニ
ー
ズ
も
大
き

く
変
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
体
系
的
に
観
光
行
政
が
推
進
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
高
度
成
長
期
は
観
光
の
大
衆
化
の
進
展
に
応
じ
た
観
光
地
開
発
、
安
定
成
長
期
は
県
民
一
人
ひ
と
り
の
余
暇
活
動
の
支
援
、

さ
ら
に
、
産
業
振
興
の
視
点
か
ら
観
光
事
業
者
の
育
成
、
観
光
客
の
誘
致
な
ど
観
光
振
興
施
策
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
観

光
振
興
の
新
た
な
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
、
兵
庫
観
光
の
「
の
ぞ
ま
し
い
広
が
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
兵
庫
県
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
一
九
八
〇
年
代
の
観
光
の
意
義
は
、
①
個
人
の
観
光
に
対
す
る
積
極
的
・
創
造
的
な
意
義
づ
け
、

②
地
域
経
済
の
発
展
な
ど
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
、
③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
三
点
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、
①
県
民
の
観
光
活
動
の
促
進
な
ど
の
新
し
い
観
光
像
へ
の
接
近
、
②
民
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
秩

第四章　社会の変容とこころ豊かな県民生活の創造

391



序
あ
る
誘
導
な
ど
観
光
産
業
の
振
興
、
③
観
光
情
報
の
提
供
な
ど
総
合
的
情
報
体
系
の
整
備
、
④
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
観

光
圏
の
整
備
、
⑤
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
体
制
の
整
備
の
五
本
の
柱
を
基
本
方
向
に
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
自
然
的
条
件
や
歴
史
的
背
景
、
地
域
の
観
光
推
進
体
制
の
整
備
状
況
、
県
の
行
政
区
分
（
六
県
民
局
体
制
）
を
見
極

め
て
、
阪
神
、
東
播
磨
、
西
播
磨
、
但た
じ
ま馬
、
丹
波
、
淡
路
の
六
地
域
に
区
分
し
て
、「
地
域
別
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
た
。

「
う
る
お
い
と
や
さ
し
さ
」
に

満
ち
た
県
民
本
位
の
観
光
振
興

県
は
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
終
年
度
の
平
成
三
年
度
に
、
引
き
続
き
、
観
光
振
興
の
基

本
計
画
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
、「
兵
庫
県
観
光
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
観
光
振
興
基
本
計
画
は
、
次
の
三
つ
の
点
を
基
本
的
視
点
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
県
民
主
体
の
観
光
振
興
、
②
兵
庫
観
光

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
社
会
潮
流
へ
の
的
確
な
対
応
、
③
新
た
な
観
光
関
連
産
業
の
創
出
・
育
成
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
県

民
主
体
の
観
光
と
は
、
単
に
県
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
た
め
だ
け
で
は
な
く
県
民
福
祉
の
向
上
に
も
資
す
る
県
民
本
位
の
観
光

振
興
を
目
指
し
、
物
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
心
の
豊
か
さ
も
追
求
す
る
生
活
重
視
型
社
会
を
創
造
し
て
い
く
視
点
を
備
え
る
も

の
と
し
た
。
そ
し
て
、
基
本
理
念
は
、「
う
る
お
い
と
や
さ
し
さ
」
を
創
造
し
、
実
感
で
き
、
発
信
す
る
「
観
光
振
興
を
通
じ

た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
と
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
①
人
間
味
あ
ふ
れ
た
観
光
振
興
、
②
地
域
ら
し
さ
の
確
立
と
観
光
情
報
の
積
極
的
な
発
信
、
③
国
際
化
へ
の
対

応
、
④
観
光
関
連
産
業
の
振
興
、
⑤
新
た
な
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
五
つ
の
基
本
方
向
を
設
定
し
、
基
本
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び
平
成
三
年
度
の
観
光
振
興
基
本
計
画
に
よ
り
、
体
系
的
な
観
光
振
興
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行
政
が
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
の
県
内
観
光

振
興
の
特
色
あ
る
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、

海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
、
淡
路
島

の
代
表
的
な
景
勝
地
で
あ
る
慶
野
松
原
の
海
水
浴

場
の
整
備
や
但
馬
の
中
心
的
な
景
勝
地
で
あ
る
香

住
海
岸
に
今
子
浦
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
が
整
備
さ

れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
度
に
完
成
し
た
山

陽
自
然
歩
道
（
二
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
川
西
市
〜

上こ
う

月づ
き

町
、
九
市
四
町
）
の
利
用
促
進
の
ほ
か
に
、
緑

の
回
廊
構
想
の
一
環
と
し
て
緑
の
回
廊
線
（
七
七・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
整
備
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、

県
立
の
都
市
公
園
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
西

猪
名
公
園
（
伊
丹
市
、
六
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
六

十
年
に
淡
路
島
公
園
（
淡
路
町
（
現
淡
路
市
）、
一

三
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
六
十
二
年
に
赤
穂
海
浜

公
園
（
赤
穂
市
、
七
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
ま
た
、

森
林
公
園
と
し
て
、
平
成
五
年
に
三
木
山
森
林
公
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園
（
三
木
市
、
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
、
開
設

が
相
次
い
だ
。
平
成
四
年
度
か
ら
、
特
産
品
の

振
興
を
図
る
た
め
、
展
示
、
即
売
等
を
行
う
と

と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
情
報
を
通
じ
た
都

市
と
農
村
の
交
流
事
業
等
の
拠
点
と
し
た

「
ひ
ょ
う
ご
ふ
る
さ
と
館
」（
神
戸
市
中
央
区
）
の

運
営
を
開
始
し
た
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
兵
庫
見
聞
ツ
ア
ー
や
瀬
戸

内
海
観
光
協
議
会
、
観
光
立
県
推
進
事
業
が
挙

げ
ら
れ
る
。
兵
庫
見
聞
ツ
ア
ー
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
報
道
機
関

の
記
者
等
を
県
内
の
観
光
地
に
案
内
し
て
、
実
地
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
各
種
の
広
報
媒
体
を
通
じ
て
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行

う
た
め
に
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
観
光
協
議
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
、
瀬
戸
内
観
光
の
一
体
的
な
振
興
を
図
る

た
め
、
圏
内
の
一
三
府
県
五
市
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
瀬
戸
内
海
周
遊
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
、
瀬
戸
内
海
圏
域
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
観
光
立
県
推
進
事
業
は
、
平
成
五
年

度
に
、
運
輸
省
が
提
唱
し
た
「
観
光
立
県
推
進
会
議
」
を
京
都
府
と
共
同
で
開
催
し
、
北
近
畿
地
域
に
お
け
る
今
後
の
観
光
振

興
方
策
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、「
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ふ
る
さ
と
北
近
畿
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
に
向
け
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

写真 155　ひょうごふるさと館

写真 154　赤穂海浜公園
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三
　
国
際
観
光
の
動
向

急
増
が
続
く
日
本
人

海
外
観
光
旅
行
者

日
本
人
の
海
外
旅
行
者
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
て
以
来
、
手
軽
に
利
用
で
き

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
普
及
に
よ
る
大
衆
化
、
所
得
水
準
の
向
上
、
航
空
機
の
高
速
化
・
大
型
化

の
進
展
、
自
由
時
間
の
増
大
、
円
高
に
よ
る
海
外
旅
行
の
割
安
感
な
ど
に
よ
り
、
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
国
に
お
い

て
も
、
昭
和
六
十
二
年
に
、
海
外
旅
行
者
数
を
お
お
む
ね
五
年
間
で
一
〇
〇
〇
万
人
に

倍
増
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
海
外
旅
行
倍
増
計
画
（
テ
ン
・
ミ
リ
オ
ン
計
画
）、
平
成

三
年
に
は
、
双
方
向
の
観
光
交
流
の
一
層
の
拡
大
、
海
外
旅
行
の
質
的
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
観
光
交
流
拡
大
計
画
（Two W

AY Tour-ism
 2 1

）
を
策
定
し
、
そ
の

振
興
を
図
っ
た
。

　
日
本
人
の
海
外
観
光
旅
行
者
は
、
出
入
国
管
理
統
計
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
の

三
六
七
万
人
が
、
平
成
六
年
に
は
一
一
二
九
万
人
と
三
倍
程
度
に
ま
で
増
加
し
た
。
兵

庫
県
民
の
海
外
観
光
旅
行
者
も
、
昭
和
五
十
五
年
の
一
五
・
二
万
人
が
、
平
成
六
年
に

は
五
一
・
四
万
人
と
、
全
国
と
同
様
の
水
準
で
増
加
し
た
。

　
地
域
別
に
日
本
人
海
外
旅
行
者
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
は
韓
国
、
香
港
、
中
国
、

台
湾
な
ど
の
ア
ジ
ア
が
一
七
二
万
人
と
全
体
の
半
数
程
度
（
五
一
％
）
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
オ
セ
ア
ニ
ア
は
、
昭
和
五

十
五
年
の
六
・
五
万
人
（
二
％
）
が
、
平
成
六
年
は
一
一
八
万
人
（
一
〇
％
）
と
大
幅
に
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増
加
し
、
ア
ジ
ア
の
ウ
エ
イ
ト
が
若
干
減
少
す
る
（
平
成
六
年
、
四
四
％
）
な
ど
、
日
本
人
の
海
外
観
光
旅
行
先
も
多
様
化
が
進

み
つ
つ
あ
っ
た
。
兵
庫
県
民
の
地
域
別
の
渡
航
先
も
、
昭
和
五
十
五
年
は
総
渡
航
者
（
一
八
・
九
万
人
）
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
が

一
〇
万
人
と
半
数
程
度
（
五
二
％
）
を
占
め
て
い
た
が
、
平
成
六
年
に
は
オ
セ
ア
ニ
ア
が
五
・
六
万
人
（
九
％
）
と
増
加
す
る
中
、

ア
ジ
ア
の
ウ
エ
イ
ト
が
若
干
減
少
（
平
成
六
年
、
四
七
％
）
し
、
全
国
と
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
観

光
客
の
増
加

訪
日
外
国
人
観
光
客
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
五
九
・
八
万
人
が
、
六

十
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
急
激
な
円
高
の
影
響
を
受
け
て
六
十
一

年
か
ら
六
十
三
年
ま
で
は
六
十
年
の
実
績
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
増
加
傾
向
を

た
ど
り
、
平
成
六
年
に
は
二
八
五
万
人
と
四
・
八
倍
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
急
増
す

る
日
本
人
海
外
観
光
旅
行
者
と
の
差
は
広
が
り
続
け
た
。
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
地
域

別
に
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
は
訪
日
外
国
人
観
光
客
（
五
九
・
八
万
人
）
の
う
ち
、

ア
ジ
ア
が
二
五
・
九
万
人
で
全
体
の
約
四
三
％
を
占
め
て
い
た
。
平
成
六
年
は
訪
日
外

国
人
観
光
客
（
二
八
五
万
人
）
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
が
一
七
六
万
人
（
約
六
二
％
）
と
、
ア

ジ
ア
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
た
。
な
お
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
大
幅
に
増

加
し
た
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
一
・
四
万
人

（
約
二
％
）
が
平
成
六
年
は
五
・
五
万
人
（
約
二
％
）
と
そ
の
ウ
エ
イ
ト
に
変
化
を
み
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
我
が
国
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
諸
外
国
が
受
け
入
れ
る
日
本
人
海
外
旅
行
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者
数
に
比
べ
極
め
て
少
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
は
、
海
外
に
対
す
る
宣
伝
活
動
を
充
実
さ
せ
、
外
国
人
旅
行
者
の

我
が
国
へ
の
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、
十
分
に
我
が
国
を
理
解
で
き
る
よ
う
受
入
体
制
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
一
環
で
、
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
構
想
が
進
め
ら
れ
た
。
外
国
人
旅
行
者
受
入
体
制
の
整
備
に
熱
心
な
地
域
を

国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
し
て
、
そ
の
整
備
を
推
進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
度
に
は
、
三
八
道
府

県
四
三
地
区
の
指
定
申
請
の
中
か
ら
一
五
の
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
が
指
定
さ
れ
、
兵
庫
県
で
は
、「
神
戸
・
姫
路
・
宝
塚
」

が
指
定
を
受
け
た
。
善
意
通
訳
研
修
会
の
開
催
や
外
国
人
観
光
客
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
国
際
観
光
講
座

の
開
催
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
に
お
け
る
観
光
の
国
際
化
対
策
と
し
て
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
、
近
畿
府
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

外
国
人
観
光
客
を
誘
客
す
る
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
世
界
各
地
で
、
近
畿
府
県
海
外
観
光
展
を
開

催
し
た
。
平
成
五
年
度
に
は
、
兵
庫
県
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
姉
妹
提
携
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
観
光
を
通
じ
た
国
際
交
流
を
推

進
す
る
た
め
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
お
い
て
「
シ
ア
ト
ル
兵
庫
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
本
県
の
観
光
魅
力
の
紹
介
等
を
行
っ

た
。
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